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72
時
間
の
壁

災
害
時
、
生
死
を
分
か
つ
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災
害
の
発
生
後
、
救
助
に
あ
た
っ
て
重

要
に
な
る
の
が
「
72
時
間
の
壁
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

災
害
発
生
後
の
生
存
率

　

左
表
は
、
平
成
７
年
の
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
」
で
、
救
出
者
の
う
ち
生
存
者
の

割
合
に
つ
い
て
、
時
間
の
経
過
ご
と
に
ま

と
め
た
グ
ラ
フ
で
す
。

　

ま
ず
、
災
害
発
生
か
ら
24
時
間
で
、
生

存
率
が
大
き
く
下
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
そ
し
て
、
72
時
間
が
経
過
す
る
と
、

生
存
率
は
５
％
と
急
激
に
下
が
る
こ
と
か

ら
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
し
て
の
「
72
時

間
」
が
、
最
も
大
事
な
時
間
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
に
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本

地
震
」。
４
月
14
日
と
16
日
に
震
度
７
の

地
震
が
発
生
し
、
熊
本
県
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
の
時
期
は
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
、
風
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
が
被

災
し
た
ら
、
誰
が
助
け
て
く
れ
ま
す
か
？ 

今
回
は
、「
み
ん
な
の
地
域
は
み
ん
な
で

守
る
」
と
い
う
、「
共
助
」
の
重
要
性
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

最
大
で
震
度
６
強
の
地
震

　

東
海
地
方
で「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

や「
養
老
―
桑
名
―
四
日
市
断
層
帯
地
震
」

な
ど
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
市
の
被
害
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

カ
ギ
に
な
る
の
は「
共
助
」

　

災
害
発
生
時
に
は
、
市
や
消
防
を
は
じ

め
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
が
全
力
で
救
助

や
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
（
公
助
）。
し

か
し
、「
す
べ
て
の
地
域
で
」「
す
ぐ
に
」「
十

分
な
」活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
よ
う
に
、
被
災
地
域
が
非
常

に
広
範
囲
に
及
ぶ
場
合
に
は
、
さ
ら
に
人

員
や
救
助
資
機
材
の
不
足
が
生
じ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

公
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。「
72
時

間
の
壁
」
に
対
し
て
は
、
す
ぐ
現
場
に
到

着
で
き
る「
地
域
住
民
」（
共
助
）が
、
最
も

頼
り
に
な
り
ま
す
。自
主
防
災
組
織
の「
救

出
救
護
班
」
の
方
を
中
心
に
、
可
能
な
範

囲
で
の
救
助
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
避
難

が
困
難
な
方
は
、
過
去
の
災
害
で
多
く
被

害
に
遭
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

ど
こ
の
、
ど
の
家
に
、
ど
ん
な
人
が
住

ん
で
い
る
か
な
ど
、
地
域
住
民
が
知
る
情

報
は
、「
共
助
」
に
は
非
常
に
重
要
な
情

報
で
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
同
士
が
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
状
況
を
正

確
に
つ
か
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

自
治
会
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

　

災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
遠
く
の

親
類
よ
り
も
、
近
所
や
地
域
の
知
人
・
友

人
で
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
の
が
「
自
治
会
活
動
」。

自
主
防
災
組
織
や
、
地
域
の
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
で
す
。
地
域
で
行
わ
れ
る
防

災
訓
練
や
お
祭
り
な
ど
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
重
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
ま
す
。

近
所
の
方
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
が
、
皆

さ
ん
や
皆
さ
ん
の
家
族
を
助
け
、同
時
に
、

近
所
の
方
を
助
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
各
自
治
会
の
防
災
力

ア
ッ
プ
の
た
め
、
防
災
担
当
職
員
や
消
防

職
員
に
よ
る
防
災
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
自
治
会
の
方
は
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
存
率
に
大
き
く
関
わ
る「
72
時
間
の
壁
」を
知
る

南海トラフ巨大地震 養老―桑名―四日市断層帯地震

市内の震度 6 弱 6 弱～ 6 強

全壊建物 3008 棟 2043 棟

半壊建物 7943 棟 6167 棟

火災（消失） 19 棟（冬の午後 6 時発生） 21 棟（冬の午後 6 時発生）

死者 40 人（冬の午前 5 時発生） 48 人（冬の午前 5 時発生）

負傷者 917 人 918 人

避難者 1 万 4487 人 1 万 713 人

各務原市の地震被害想定

生存者割合の推移（資料：国土交通省）

各地震の想定震源・震源域

災 害 時 、
と も に
助 け 合 う

生
死
を
分
か
つ
、

　

72
時
間
の
壁

南海トラフ巨大地震
（マグニチュード 9.0 を想定）

養老―桑名―四日市 
断層帯地震

（マグニチュード 7.7 を想定）
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当日 24 時間 48 時間 72 時間 96 時間

（
写
真
上
）
門
前
町
２
自
治
会
の「
防
災
講
習
」の
よ
う

す（
下
）地
域
で
の
経
験
を
活
か
し
た
消
火
・
救
助
活

動
を
行
う
消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
中
核
と
な
る

　

熊
本
地
震
で
は
、
い
く
つ
か
の
自

治
体
で
、
庁
舎
が
被
害
を
受
け
使

用
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、

耐
震
補
強
さ
れ
て
い
て
も
、
壁
の

亀
裂
や
天
井
の
落
下
な
ど
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
庁
舎
も
あ
り
ま

し
た
。

　

庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

災
害
対
策
本
部
が
屋
外
に
設
置
さ

れ
た
り
、
庁
舎
か
ら
書
類
な
ど
を

持
ち
出
せ
な
く
な
っ
た
り
と
、
災

害
対
策
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
大
き
な
支
障
が
出
ま
し
た
。

　

各
務
原
市
で
は
、
庁
舎
の
耐
震

性
に
問
題
が
あ
る
た
め
、現
在
、新

庁
舎
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
は
高
い
耐
震
性
能
を
有
す

る
防
災
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。

詳
細　

防
災
対
策
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
９
０

防
災
拠
点「
新
庁
舎
建
設
」被災した熊本県宇土市庁舎

（岐阜県「東海・東南海・南海地震等被害想定調査」）

3　　　広報各務原8月 15日号 広報各務原8月 15日号　　　2



そ
の
ア
イ
デ
ア
、
実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
個
人

や
企
業
・
団
体
が
、
自
身
の
ア
イ
デ
ア
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
そ
の
企
画
に
共
感
す

る
人
か
ら
集
め
る
資
金
調
達
手
段
で
す
。

　
「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
」
は
、各
務
原
市
・

関
市
・
美
濃
加
茂
市
の
３
市
を
含
め
た
美

濃
地
域
内
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
企

画
を
対
象
と
す
る
も
の
。
実
現
し
た
い
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
は
、
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ

の
サ
イ
ト
上
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
、

資
金
を
募
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
て
支
援
し
た
い
と
思
っ
た
方

た
ち
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
出
資
。
期
間

内
に
目
標
金
額
に
達
し
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
成
立
し
、
支
援
者
は
出
資
額
に
応
じ

た
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
リ
タ
ー
ン（
返

礼
）
が
得
ら
れ
ま
す
。

起
案
者
の
メ
リ
ッ
ト　

　

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
資
金
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、
ス
キ

ル
も
あ
る
が
、
資
金
や
知
名
度
が
な
い
。

そ
ん
な
方
で
も
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
周
知
と
資
金

調
達
が
同
時
に
可
能
と
な
り
ま
す
。

支
援
者
の
メ
リ
ッ
ト

　

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
は
、「
購
入
型
」

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
立
時
に
、
支
援
者
に
は
起

案
者
か
ら
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
リ

タ
ー
ン
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分

が
ほ
し
い
と
思
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
軽
に
出

資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
市
内
の
手
数
料
は
達
成
額
の
５
％

　

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
掲
載

に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
期
間
内
に

目
標
金
額
に
達
し
た
場
合
、
起
案
者
に
手

数
料
が
発
生
し
ま
す
。

　

各
務
原
市
・
関
市
・
美
濃
加
茂
市
の
３

市
内
で
活
動
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
数

料
は
、
達
成
額
の
５
％
、
そ
れ
以
外
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
15
％
と
な
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
た
い
！

　
「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
（https://faav

o.jp/m
inonokuni 

）」
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

随
時
掲
載
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
共
感
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
皆
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

支
援
を
呼
び
か
け
た
い
！

　

美
濃
加
茂
市
が
委
託
す
る
起
業
家
支
援

事
業
「
姫
Ｂビ

ズ
ｉ
ｚ
」
の
事
務
局
が
窓
口
に

な
り
、申
込
の
受
付
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

起
業
や
新
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
事
務
局
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
・
目
標
金
額
の
設
定
・

魅
力
あ
る
リ
タ
ー
ン
な
ど
、
成
立
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細　

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
事
務
局
（
姫

Ｂ
ｉ
ｚ
）
☎
０
５
７
４（
５
７
）９
３
３
１

あ
な
た
は
ど
ち
ら
？

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
Ｆフ

ァ

ー

ボ

Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美み

の
の
く
に

濃
國
」と
は

リターン（物品・サービスなど）

インターネットで出資

クラウドファンディング
　　　                     ＦＡAＶＯ美濃國

各務原市・関市・美濃加茂市の 3 市で運営するクラウドファンディング「FAAVO 美
濃國」では、これまでに、地域を盛り上げるさまざまなプロジェクトが立ち上がっ
ています。今回は、クラウドファンディングのメリットや、実例などをご紹介しま
す。あなたも「FAAVO 美濃國」で、プロジェクトを実現・応援してみませんか。               
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   詳細　産業政策室　☎ 058-383-1111　内線 3514

支援者

美濃加茂市

関市

起案者

あなたの夢を、みん
なで実現！

目
標
15
万
円　

支
援
者
70
人

集
ま
っ
た
金
額　

25
万
４
０
０
０
円

　　

愛
犬
家
が
増
え
て
い
る
日
本
。
そ
の
影

で
、
心
な
い
飼
い
主
に
よ
る
飼
育
放
棄
に

よ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
命
の
火
が
人
の
手
に

よ
っ
て
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
縁
あ
っ
て
家
族
と
な
っ
た
命
を
一
生

涯
守
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
！
」。
古
き
町

並
み
が
残
る
中
山
道
太
田
宿
が
愛
犬
と
と

も
に
集
え
る
町
と
な
る
よ
う
願
い
、
愛
犬

家
と
地
域
の
方
々
が
楽
し
い
思
い
出
と
と

も
に
小
さ
な
命
に
つ
い
て
考
え
る
フ
ェ
ス

を
４
月
24
日
に
開
催
。

　

当
日
は
、
人
と
犬
の
共
生
や
ペ
ッ
ト
の

防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
し
つ
け
体

験
教
室
、
マ
ル
シ
ェ
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
。
太
田
宿
は
多
く
の
方
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

目
標
50
万
円　

支
援
者
76
人

集
ま
っ
た
金
額　

66
万
９
０
０
０
円

　
「
全
国
の
町
お
こ
し
映
画
を
一
挙
に
集

め
、
各
務
原
市
で
町
お
こ
し
映
画
祭
を
開

催
し
た
い
」。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
各

務
原
市
の
町
お
こ
し
映
画
を
制
作
す
る
、

市
内
の
カ
フ
ェ
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
市
内
の
中
学
生
が
書
い
た
作

文
「
少
年
の
主
張
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
１

つ
の
物
語
に
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ス
ト

を
募
集
し
、
総
勢
60
人
も
の
市
民
の
力
で

作
り
上
げ
た
映
画
「
光
射
す
」
は
、
７
月

31
日
に
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
あ
す
か
ホ
ー

ル
で
上
映
会
を
開
催
。
当
日
は
満
席
と
な

る
大
盛
況
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
内
で
の
町
お
こ
し
映
画
祭

開
催
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
を

目
標
５
５
０
万
円　

支
援
者
３
１
９
３
人

集
ま
っ
た
金
額　

４
５
１
２
万
円

　
「
阿
蘇
氏
の
十
代
当
主
阿あ

そ蘇
惟こ

れ
ず
み澄

が
、

戦
に
よ
り
刃
こ
ぼ
れ
し
た
大
太
刀
を
壁
に

立
て
か
け
て
眠
り
に
落
ち
る
と
、
数
多
の

蛍
が
太
刀
に
と
ま
り
、
光
に
包
ま
れ
る
夢

を
見
る
。
目
を
覚
ま
す
と
、
太
刀
が
刃
こ

ぼ
れ
ひ
と
つ
な
い
美
し
い
姿
に
な
っ
て
い

た
」。
現
存
す
る
資
料
を
も
と
に
、
刀

匠
の
力
を
結
集
し
て
伝
説
の
大
太
刀

「
蛍
丸
」
を
復
元
し
、
熊
本
県
の
阿
蘇

神
社
へ
奉
納
す
る
、
刃
物
の
ま
ち
の
伝

統
・
文
化
に
触
れ
る
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
阿
蘇
神
社
の
復

興
支
援
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
、
支

援
者
へ
の
リ
タ
ー
ン
と
し
て
、
日
本
刀
鍛

錬
を
公
開
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
成
立
し
た
中
か
ら
、３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介

中学生の作文を映画に！
「各務原市民の力で

町おこし映画を作りたい」！

各務原市

蛍
ほたるまる

丸伝説をもう一度！
大太刀復元奉納
プロジェクト始動！

愛犬と歩く、古い町並み！
中山道太田宿で

「愛犬の命を守るフェス」
プロジェクト
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今
年
も「
げ
ん
き
祭
」を
開
催
！

　

10
月
10
日
の
「
体
育
の
日
」
は
、
市
民

公
園
を
会
場
に
、
今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
ス
ポ
ー
ツ
げ
ん
き
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

当
日
は
、
親
子
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
げ
ん
き
祭
に
参
加

し
て
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

   

当
日
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

　

事
前
申
込
が
不
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

当
日
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
も
登
場
し
ま

す
！

場
所　

市
民
公
園

■
ス
ポ
レ
ク
広
場

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
」
や
「
ペ
タ

ン
ク
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
目
の
楽
し

い
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。
体
験
し

た
方
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
！

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
Ｆ
Ｃ
岐
阜
広
場

　

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
キ
ッ
ク
ピ
ッ
チ

で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
！

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

■
ラ
ジ
オ
体
操
講
座

　

公
認
講
師
の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
、

生
演
奏
で
体
操
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　

市
民
公
園
（
那
加
門
前
町
３
）

■
体
験
教
室

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、「
中
学
生
に
な
っ

た
ら
ど
ん
な
部
活
を
し
よ
う
か
な
」「
い

つ
も
の
種
目
と
違
っ
た
も
の
を
体
験
し
た

い
」
そ
ん
な
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

の
チ
ャ
ン
ス
に
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

時
間　

▼
１
部
＝
午
前
９
時
15
分
～
10
時

45
分
▼
２
部
＝
午
前
11
時
15
分
～
午
後
０

時
45
分
▼
３
部
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

左
表
の
と
お
り

対
象　

小
学
生
（
初
心
者
）

備
考　

軟
式
野
球
は
２
部
、
バ
レ
ー
・
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
３
部
、
サ
ッ
カ
ー

は
１
部
の
み

競技 場所
ホッケー 市民公園
ハンドボール

那加中学校
柔道
ソフトテニス
軟式野球
バドミントン

桜丘中学校
剣道
陸上
ソフトボール
バスケットボール

那加第二小学校バレー・ソフトバレーボール
サッカー
卓球

各務原養護学校
ラグビー

   

事
前
予
約
が
必
要
で
す

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

個
人
、
家
族
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目

指
そ
う
！
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
（
午

前
８
時
～
受
付
）

場
所　

学
び
の
森
（
那
加
雲
雀
町
）

対
象　

▼
個
人
の
部
＝
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
▼
家
族
の
部
＝
１
チ
ー
ム
（
４
人
）

に
２
人
以
上
の
家
族
・
親
族
が
所
属

定
員　

▼
個
人
の
部
＝
３
０
０
人
（
申
込

順
）
▼
家
族
の
部
＝
20
組
80
人
（
申
込
順
）

備
考　

▼
各
チ
ー
ム

に
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
員
１
人

が
指
導
者
と
し
て
一

緒
に
プ
レ
ー
し
ま
す

▼
表
彰
は
、
成
績
上

位
の
個
人
・
チ
ー
ム
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

スポーツげんき祭
10月10日（祝・月）開会式 8:30 ～（小雨決行）

詳細　スポーツ課☎ 058-383-1231　058-389-0218

　スポーツの秋！各
務
原
の
魅
力
を
発
信
！

　

平
成
23
年
に
「
地
域
の
魅
力
を
市
民
と

と
も
に
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」
と
の
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
「
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
」。

活
動
は
今
年
度
で
５
年
目
を
迎
え
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
市
民
の
方
々
も
増
え
ま

し
た
。

　

現
在
、
尾
崎
傑
さ
ん
、
富
田
博
道
さ

ん
、
松
田
匠
市
さ
ん
の
３
人
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

恒
例
の
写
真
展
を
開
催
！

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
市
民
カ
メ

ラ
マ
ン
写
真
展
」
を
、
今
年
も
中
央
図
書

館
３
階
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
に
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
の
皆

さ
ん
が
市
内
で
撮
影
し
た
写
真
12
点
と
、

市
外
を
含
め
自
由
に
撮
影
し
た
作
品
９
点

を
展
示
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
期
間
中
は
毎
年
好
評
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

や
お
友
達
と
、
気
軽
に
会
場
へ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

会
場
に
、
1
年
間
に
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン

が
撮
影
し
た
広
報
写
真
（
Ｌ
版
）
を
展
示

し
ま
す
。
写
真
に
写
っ
て
い
る
ご
本
人
に

は
、
そ
の
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
あ
な
た

の
写
真
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
ぜ

ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
ら
ら
ら
と
一
緒
に
写
真
を
撮
ろ
う
！

　

9
月
11
日（
日
）に
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
ら
ら
ら
」が
遊
び
に
来
ま
す
！

時
間　

①
11
時
～
②
12
時
～
③
13
時
30
分

～
（
各
30
分
程
度
）

１
０
０
均
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
♪

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
ろ
う
！

　

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
て
、
思

い
出
を
形
に
残
そ
う
！
費
用
は
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

9
月
10
日
（
土
）　

①
10
時
30
分

～
11
時
②
11
時
30
分
～
12
時
③
13
時
30
分

～
14
時
④
14
時
30
分
～
15
時

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
創
作
室

定
員　

各
5
人
（
抽
選
）

持
参
品　

思
い
出
の
写
真
1
枚

申
込　

8
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
件

名
を
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
応
募
と
し
、「
氏

名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
希

望
時
間
（
第
３
希
望
ま
で
）」
を
明
記
し
、

メ
ー
ルkoho1@

city.kakam
igahara.gifu.

jp

、
秘
書
広
報
課
へ

備
考　

▽
材
料
、
道

具
は
秘
書
広
報
課
で

準
備
し
ま
す
▽
当
選

者
の
方
に
の
み
、
抽

選
結
果
と
詳
細
を
通

知
し
ま
す

「集まれ！冬遊び隊」　尾崎傑

「第40回桜まつり」　富田博
道

「秋を感じるそば打ち体験」　松田匠市

市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
写
真
展

期
間　

９
月
７
日
（
水
）
～
11
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

※
11
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
那
加
門
前
町
３
）

■
共
通
事
項

申
込　

市
役
所
総
合
案
内
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、総
合
体
育
館
、

ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
る
申
込
書
を
、
９

月
16
日
（
必
着
）
ま
で
に
、〒
５
０
４

－

８
５
５
５
那
加
桜
町
１

－

69
ス

ポ
ー
ツ
課
（
フ
ァ
ク
ス
可
）

備
考　

▽
駐
車
場
は
、
周
辺
の
一
般

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▽

雨
天
の
時
は
、
午
前
６
時
30
分
に
開

催
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

FAX

■種目一覧

第

回5

材
料
は
全
部

１
０
０
均
！
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

【夏の思い出日記】
　夏休みの楽しい思い出を画用
紙１枚の絵にしよう ! 作品は９
月中旬～ 10 月上旬に温水プー
ル１階ホールに展示します。
対象　小学生以下
定員　100 人（申込順）
備考　絵は展示後返却します
申込　8 月 15 日～ 31 日に温水
プール受付で指定用紙を配布

（１人１枚）
【マスつかみ大会】

日時　9 月 4 日（日）　15:30 ～
場所　屋外幼児プール
対象　屋外プール入場の小学生
以下の方（1 人で参加できる方）
定員　250 人（申込順）
費用　屋外プール入場料（大
人 800 円、60 歳以上・高校生
500 円、小中学生 300 円 ) のみ
申込　当日 15:00 ～参加整理袋
を配布（１人１枚）
備考　 ▽保護者は参加不可 ▽採
れたマスは 1 人 1 匹まで持ち
帰り（氷は用意してあります）
詳細　市民プール（鵜沼小伊木
町 4）☎ 058-370-6506

市民プール
屋外プールイベント

　供用開始から 25 年を迎えた
各務原浄化センターで「感謝の
つどい」を開催します。
日時　9 月 10 日（土）　 ▽ 14:15
～ 15:00 ＝式典など ▽ 15:00 ～
16:00 ＝ FC 岐阜サッカー教室

▽ 15:50 ～ 19:25 ＝ステージイ
ベント、レクリエーション体験、
物販、花火など
場所　各務原浄化センター（前
渡西町）
備考　雨天時は式典のみ 10 日
に実施、サッカー教室は中止、
花火、物販などは 11 日に延期

【FC 岐阜サッカー教室】
対象　年中～小学 2 年生
定員　80 人（申込順）
申込と詳細　8 月 25 日（必着）
までに、「参加者の氏名、年齢、
保護者の氏名、住所、電話番号」
を記載し、メールで県下水道課
c11663@pref.gifu.lg.jp ☎ 058-
272-8669

各務原浄化センター
「感謝のつどい」

　各務原育ちの監督が制作し
た、ハワイの日系二世の功績
と犠牲を伝える映画「Go  for  
Broke! ハワイ日系二世の記憶」
を上映します。フラダンスサー
クル「プアオキカ」の実演もあ
ります。
日時　9 月 4 日（ 日 ）　① 11:00 ～
13:30 ② 14:30 ～ 17:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
定員　各 120 人（申込順）
費用　大人 1500 円、中学生以
上 1000 円
申込と詳細　特定非営利活動法
人 NAC-J ☎ 090-3501-1249

ドキュメンタリー
映画上映会

　科学好きの生徒を育む「各務
野科学ラボ」を開催します。
日時　11 月 5 日、12 月 17 日
いずれも土曜日　10:00 ～ 12:00
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
対象　市内の中学校に通う生徒
定員　40 人（抽選）
内容　 ▽ 11月5 日＝放射線につ
いて ▽ 12 月 17 日＝飛行機が飛
ぶ仕組みについて
費用　1 回 500 円
申込と詳細　学校教育課☎ 058-
383-1118

各務野科学ラボ
中学生講座

　「広報各務原」裏表紙の人気
コーナー「市民ギャラリー」で
は、市民の皆さんが創作した作
品を掲載しています。
　皆さんの自慢の一品を、広く
見てもらえるチャンスです。ふ
るってご応募ください。
対象　市内在住・在勤・在学で、
教室などを運営していない方
作品の種類　絵画、書、工芸品、
生け花、縫製作品など
申込と詳細　秘書広報課☎ 058-
383-1111 内線 2152

あなたの力作を
広報紙に

　毎月15 日号の広報紙に掲載し
ている「Good Job（グッジョ
ブ）!」では、市内で働く皆さ
んをご紹介しています。
　新入社員の方やベテランの方
など、性別や年齢、経験年数な
どは不問で、自薦他薦も問いま
せん。各務原の「活力」を生み出
すため、日々元気に働く皆さん
のご応募をお待ちしています。
掲載号　毎月 15 日号
対象　市内のお店や事業所で働
いている方
定員　7 人（選考）
内容　本人の顔写真と職場で働
いているところを撮影し、仕事
に対する思いを掲載します
備考　報酬などはありません
申込と詳細　「氏名、会社名、連
絡先、応募動機、仕事に対する
思い」などを、メール koho1@
city.kakamigahara.gifu.jp または
電話などで、秘書広報課☎ 058-
383-1111 内線 2152

「グッジョブ !」さん
を募集！

試
験
区
分

採
用
予
定

受
験
資
格
（
下
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

消
防
職

（
大
学
卒
程
度
）

５
人
程
度

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

消
防
職

（
高
校
卒
程
度
）

３
人
程
度

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

保
育
士

（
短
大
卒
程
度
）

３
人
程
度

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
ま
で
に

資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

　

市
で
は
現
在
、
平
成
29
年
度
採
用
の
消

防
士
、保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
市

民
の
安
全
を
守
り
た
い
」「
子
ど
も
の
笑

顔
を
増
や
し
た
い
」
と
い
う
熱
い
気
持
ち

と
芯
の
強
さ
を
持
っ
た
方
の
申
し
込
み
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
受
験
し
、
今
年
度
保
育
士
と
し
て

採
用
さ
れ
た
、
松
尾
裕
菜
さ
ん
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
鵜
沼
西
保
育
所
で
、
４
歳
児

の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
く
、戸
惑
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、

上
司
や
先
輩
が
優
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
保

育
士
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
笑

顔
」
が
好
き
な
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま

し
ょ
う
。

【
申
込
用
紙
の
交
付
】

窓
口　

市
役
所
３
階
人
事
課
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

郵
送　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
82
円
分
の
切
手
を

貼
っ
て
返
信
先
を
明
記
し
た
返
信
用
定
形

封
筒
（
長
形
３
号
）
と
、
希
望
す
る
試
験

区
分
と
連
絡
先
を
明
記
し
た
も
の
を
同
封

し
、
人
事
課
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
受
験
申
込
書
と
受
験
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
A
４
の
白
紙
に
印
刷

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
書
・
受
験
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
同
一
の
写
真
を
貼
っ
て
、
窓
口

持
参
か
郵
送
で
提
出

窓
口　

上
記
受
付
期
間
内
に
人
事
課
へ
直

接
提
出

郵
送　

封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
」と
朱
書

き
し
、
一
般
書
留
か
簡
易
書
留
で
送
付
。

受
験
票
返
送
の
た
め
、
82
円
分
の
切
手
を

貼
り
、
返
信
先
を
明
記
し
た
返
信
用
定
形

封
筒（
長
形
３
号
）を
同
封
す
る
こ
と

備
考　

消
防
職
は
身
体
基
準
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
必
ず
要
綱
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
込
と
詳
細　

〒
５
０
４
ー
８
５
５
５
那

加
桜
町
１
ー
69
、
市
役
所
人
事
課
☎
０
５

８（
３
８
３
）１
１
１
１
内
線
２
２
３
６

試
験
日　

第
１
次
試
験　

９
月
18
日（
日
）

受
付
期
間　

▽
窓
口
＝
８
月
15
日
～
26
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
は
閉
庁
日
の
た
め
、
受
付
不
可
）
▽
郵
送
＝
８
月
25
日（
木
）必
着

試
験
区
分
な
ど

平成 29年度採用職員募集平成 29年度採用職員募集
求
む
！
熱
い
心
と
芯
の
強
さ

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

松尾裕菜さん
平成 28 年度採用

保育士

市民の安全を
　　守りたい―

消防士
子どもの笑顔を
　　増やしたい―

保育士
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　各種目の優勝者です（敬称略）。
サッカー　 ▽ 小学 3
年＝那加二 ▽同 4 年
＝川島 ▽同 5 年＝緑
陽 ▽同 6 年＝尾崎 ▽

中学＝桜丘 ▽シニア
Ⅰ＝八木山パパ ▽同Ⅱ＝川重シ
ニア 40 ▽ 同Ⅲ＝川重シニア 50

▽女子＝ JUVEN･F･C･FLOR
ライフル射撃【ビームライフル】

▽小・中学男子＝進藤健 ▽同女
子＝平野真歩 ▽高校 ･ 成人男子
＝園部海斗 ▽同女子＝渡部愛 ▽

総合＝高木葵【エアーライフル】

▽少年男子＝長谷川一輝 ▽同女
子＝河本理桜 ▽成年男子＝土屋
陽平 ▽ 同女子＝小栗妙子【SB/
LB ライフル】 ▽ SB 男子＝上野
茂男 ▽ 同女子＝小栗妙子 ▽ LB
伏＝上野茂男 ▽同自由＝笹原日
出生
詳細　スポーツ課☎ 058-383-12
31

第 54回市民体育
大会優勝者

　平成 27 年度の運用状況をお
知らせします。

【個人情報保護制度】　
　この制度では、市が個人情報
を取り扱うときの基本ルールを
定めるとともに、市民の皆さん
の権利として、自分に関する個
人情報の開示、訂正、利用停止な
どの請求権を保障しています。
個人情報の開示などの請求状況

▽開示＝ 8 件 ▽訂正・利用停止
＝ 0 件
開示請求に対する決定状況　 ▽

開示＝ 7 件 ▽ 部分開示＝ 1 件 ▽

非公開・不存在＝ 0 件
【情報公開制度】　

　この制度により、市民の皆さ
んの請求に応じて、市が保有し
ている情報を公開しています。
公文書公開の請求状況　79 件
請求に対する決定状況　 ▽公開
＝ 57 件 ▽ 部分公開＝ 10 件 ▽

非公開＝ 0 件 ▽ 文書不存在＝
12 件
詳細　総務課☎ 058-383-1111 内
線 2201

個人情報保護・
情報公開制度

日時　9 月 2 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（主
に精神）の方や家族
内容　 ▽日常生活の困りごと相
談 ▽福祉サービスの情報提供
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障害者福祉相談日

　県では、ぎふの木を使った新
築・リフォームや、保育園など
での木のおもちゃ導入、施設の
木造化への支援をしています。
　詳しい支援内容や補助要件は
下記にお問い合わせください。
詳細　岐阜農林事務所林業課☎
058-214-7408

県産材利用促進の
取り組み

　8 月 30 日～ 9 月 5 日は、建
築物に関する防災知識の普及
や、防災関係法令・制度の周知
徹底を図るために制定された

「建築物防災週間」です。
　これに合わせ、市内でも建築
パトロールを実施しますので、
ご協力をお願いします。
詳 細　建築指導課☎ 058-383-
1482

全国建築物
防災週間

　次世代を担う若者の「自ら考
え、行動する力」を養い、起業
家精神を持つ人材を育てる取り
組みです。高校生を対象に、日
本や地域の未来を切り拓くビジ
ネスプランを募集します。
内容　 ▽人々の生活や世の中の
仕組みをよりよいものに変える
ビジネスプラン ▽地域の課題や
環境問題などの社会的な課題を
解決するビジネスプラン
申込と詳細　9 月 16 日（必着）
までに応募登録し、10 月 12 日

（必着）までに、ビジネスプラ
ンシートを日本政策金融公庫名
古屋創業支援センター☎ 052-56
1-6305

高校生ビジネス
プラン・グランプリ

【清掃休業のお知らせ】
　利用者の皆さんに気持ちよく
安全に泳いでいただくため、温
水プールの定期清掃を行いま
す。トレーニングルームも使用
できません。
　休業中はご迷惑をおかけしま
すが、よろしくお願いします。
期間　9 月 5 日～ 10 日

【忘れ物の保管期間は 3 カ月間】
　屋外プールでは、パラソル・
浮輪・水着などの忘れ物がたく
さんあります。忘れ物は日付順
で整理していますので、心当た
りの方は、忘れ物をした日を窓
口でお伝えください。
詳 細　市民プール☎ 058-370-
6506

市民プールからの
お知らせ

日時　9 月 18 日（日）　13:00 ～
16:00
場所　岐阜地方法務局（岐阜市
金竜町 5-13）
内容　相続登記などに関する相
談（1 人約 30 分）
申込と詳細　9 月 1 日～ 12 日に、
岐阜地方法務局☎ 058-245-3181

（音声案内で「3」を押し、内線 201）

法務局などによる
相続登記等相談会

　法務局などでは、戸籍に記載
されていない方について、戸籍
に記載されるための手続きを案
内しています。平日 8:30 ～ 17:15
に、戸籍担当職員が相談に応じ
ます。相談は無料、秘密厳守です。
詳細　 ▽ 岐阜地方法務局戸籍課
☎ 058-245-3181 ▽ 市役所市民
課☎ 058-383-1111 内線 2441

無戸籍解消のため
の相談窓口を開設

　名古屋税関では、終戦後に外
地から引き揚げてきた方が税関
などに預けられた通貨や証券な
どをお返ししています。
　返還している通貨・証券など
は、上陸地の税関または海運局
に預けられた通貨・証券などや、
帰国前に在外公館や日本人自治
会などに預けられた通貨・証券
などのうち、日本に返還された
ものです。
　返還請求やお問い合わせは、
家族の方でも構いません。お気
軽にご連絡ください。
詳細　名古屋税関監視通関部門
☎ 052-654-4060

お預かりした通貨・
証券などの返還

　「国から国へ旅をする渡り鳥
を見よう」と題し、名古屋市港
区の藤前干潟や河川環境楽園で
野鳥の観察を行います。
日時　9 月 4 日、10 月 16 日　
いずれも日曜日　10:00 ～（全
2 回の連続観察会）
対象　小学 3 年生以上（小学生
は保護者同伴）
定員　30 人（申込順）
内 容　 ▽ 9 月 4 日 ＝ 12000 ㎞
の旅をするシギ・チドリを見よ
う in 藤前干潟、 ▽ 10 月 16 日
＝シーズン初！冬鳥を見つけよ
う in 木曽三川公園
費用　1 人 1500 円（2 回分）
持参品　帽子、水筒、運動靴、
観察道具（双眼鏡など、お持ち
の方）
備考　 ▽ 9 月 4 日は藤前干潟、
10 月 16 日は河川環境楽園自然
発見館に現地集合・解散 ▽詳細
を申込後にお知らせします
申込と詳細　事前に河川環境楽
園自然発見館☎ 0586-89-7022

自然発見館
ネイチャーイベント

　市では、短文投稿サイト「ツ
イッター」で、市からのお知ら
せやイベント情報などを提供し
ています。
　また、緊急時には避難所の開
設や被害状況などの防災情報を
ツイートする予定です。
アカウント　@kakamigahara_
PR
詳 細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2152

フォローしてね！
市公式ツイッター

　「広報各務原」をスマートフォ
ンのアプリで読むことができま
す。利用は無料で、もちろんタ
ブレット端末でも利用可能で
す。ぜひ、アプリをダウンロー
ドして、「i 広報紙」をご利用く
ださい。
登録　① ▽ アイフォーンの方
＝「App Store」を起動 ▽ アン
ドロイドの方＝「Google Play」
を起動②「i 広報紙」で検索し、
アプリをダウンロードする③ア
プリの初回起動時に表示され
る、「性別」・「生年月日」・「お
住まいの地域」・「興味のある分
野」を入力する④画面の「利用
開始」をタッチして、登録完了
詳 細　秘書広報課☎ 058-383-
1111 内線 2151

登録しよう！
「i 広報紙」

期間　9 月 9 日～ 11 日
場所　マーサ 21 マーサスクエ
ア（岐阜市正木中 1）
内容　県内居住の障がい者の製
作品の展示・即売、福祉機器の
展示、相談コーナーの開設など
備考　障がい者（児）の製作した
作品の出品を希望する方は、8
月 19 日までに市社会福祉課☎
058-383-1126 へ申込
詳細　（一財）県身体障害者福
祉協会☎ 058-273-1111

障がい者ふれあい
福祉フェア

日時　10 月 30 日（日）　9:50 ～
15:20
場所　巣南中学校グラウンド

（瑞穂市古橋 10-1、雨天時は巣
南中学校体育館）
対象　身体障害者手帳の交付を
受けた中学生以上の方で、健康
状態に支障のない方
種目　競走・跳躍・投てきから
それぞれ 1 種目ずつ合計 2 種
目まで。またはフライングディ
スク 2 種目（アキュラシー・ディ
スタンス）
申込と詳細　9 月 2 日（必着）ま
でに社会福祉課☎ 058-383-1126

岐阜地区身体障害者
体育大会

　法務省が主唱する「社会を明
るくする運動」の一環として、
矯正展を開催します。
日時　10 月 29 日（土）　9:30 ～
15:30
場所　岐阜刑務所（岐阜市則松
1-34-1）
内容　岐阜刑務所内施設見学、
刑務所作業製品の展示即売、吹
奏楽・鼓笛隊演奏、模擬店など
詳細　岐阜刑務所☎ 058-239-95
54

第 36回
岐阜矯正展
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　公園や道路、
歩道に放置され
た犬のフンなど
に、多くの方が
困っています。

【犬の糞尿は適正な処理を】

▽飼い犬の排泄は自宅で済ませ
るようしつける ▽散歩にはフン
を入れる袋や水を携行する ▽フ
ンは持ち帰り、尿は水で流す
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
31

犬の糞尿は適正に
処理しましょう

　認知症の方や
その家族などが
集まれる、認知
症カフェを開催
します。事前の申込は不要です。
お気軽にご参加ください。
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-21
24
認知症カフェ開催日・場所一覧

お気軽にご参加を
認知症カフェ

名称 さくらカフェ オレンジカフェ
うぬま

オレンジカフェ
八木山

こころカフェ
ぽかぽか

日時 8 月 31 日（水）
10:30 ～ 12:30

9 月 2 日（金）
13:30 ～ 15:30

8 月 19 日（金）
13:00 ～ 15:00

毎週土曜日
10:00 ～ 12:00

場所 総合福祉会館
（那加桜町 2）

リビングスタジオ・
ラクラシエ

（鵜沼西町 1）

ささえあいの家
（つつじが丘 4）

NPO 福祉サポート
センター各務原隣

（鵜沼三ツ池町 5）
費用 200 円 100 円 無料 200 円

詳細 市社会福祉協議会
☎ 058-383-7624

ジョイフル各務原
☎ 058-379-2521

カーサ・レスペート
☎ 058-385-3912

かかみ野
☎ 058-384-8844

期間　平成 29 年 3 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関
対象　次の①～⑨の方で、これ
までに 1 度も接種していない方
①昭和 26 年 4 月 2 日～ 27 年 4
月 1 日②昭和 21 年 4 月 2 日～
22 年 4 月 1 日③昭和 16 年 4 月
2 日～ 17 年 4 月 1 日④昭和 11
年 4 月 2 日～ 12 年 4 月 1 日⑤
昭和 6 年 4 月 2 日～ 7 年 4 月 1
日⑥大正 15 年 4 月 2 日～昭和
2 年 4 月 1 日⑦大正 10 年 4 月 2
日～ 11 年 4 月 1 日⑧大正 5 年
4 月 2 日～ 6 年 4 月 1 日⑨接種
時 60 ～ 64 歳で ▽ 心臓、腎臓、
呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活活動が極度に制限される
程度の障がいを有する方 ▽ヒト
免疫不全ウイルスにより免疫の
機能に日常生活がほどんど不可
能な程度の障がいを有する方
費用　2500 円
持参品　本人確認書類（保険証
など）、健康手帳（お持ちの方）、
予診票兼接種券（①～⑧の方は
配布済、⑨の方は健康管理課へ
連絡してください）
備考　 ▽事前予約が必要です ▽

接種回数は 1 人１回 ▽生活保護
世帯の方は費用を免除。接種前
に健康管理課へお問い合わせく
ださい ▽市内の指定医療機関で
接種が困難な方はお問い合わせ
ください
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
16

高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種

日時　9 月 17 日（土）　14:00 ～
16:00（受付 13:30 ～）
場所　県立図書館 2 階研修室 1

（岐阜市宇佐 4-2-1）
定員　50 人（申込順）
内容　「災害時における高齢者
への対応～その時にご家族・近
所の方に何ができるのか～」西
田重成・災害ボランティアコー
ディネーター
申込と詳細　認知症疾患医療セ
ンター☎ 058-247-2118

認知症疾患医療
センター市民講座

甲種防火管理
新規講習

日時　10 月 5 日（水）　9:30 ～
16:40、6 日（木）　9:15 ～ 15:00
場所　中央ライフデザインセン
ター（蘇原中央町 2）
定員　60 人（申込順）
費用　4000 円（テキスト代、当
日支払）
申込と詳細　8 月 31 日～ 9 月 27 
日に受講申込書（市ウェブサイ
トからダウンロード可）と写真

（縦 3.5 ㎝×横 3 ㎝）1 枚を持
参して、消防本部予防課☎ 058-
382-3137

テクノプラザ
CAD研修

【NC  工作機械  入門】
期日　8 月29 日（月）
費用　9800 円

【NC  工作機械  基礎（実習付）】
期間　8 月30 日～ 31 日（2 日間）
費用　2 万 1600 円

【SOLIDWORKS  基礎】
期間　9 月 1 日～ 2 日（2 日間）
費用　2 万 160 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

　平成 28 年度地域創業促進支
援事業「各務原創業スクール」
では、創業に必要な基礎知識や
事業計画の作成方法などを学び
ます。
期 間　9 月 21 日～ 11 月 10 日
19:00 ～ 21:30（全 13 回）
場所　産業文化センター 4 階第
2 学習室（那加桜町 2）
対象　創業を予定している方、
起業に興味・関心がある方
定員　30 人（申込順）
費用　1 万 800 円
備考　詳細は商工会議所ウェブ
サイトまたは広報紙 7 月 15 日
号折込のチラシをご覧ください
申込と詳細　各務原商工会議所
☎ 058-382-7101

各務原
創業スクール

人材育成事業
技能講習

【安全運転サポート講習】
期日　9 月 23 日（金）
場所　那加自動車学校（那加西
那加町）
申込期限　9 月 9 日

【生産性向上サポート講習】
期日　9 月 29 日（木）
場所　各務原勤労会館（那加雲
雀町）
申込期限　9 月 15 日

【共通事項】
対象　県内在住で、60 歳以上
の就職意欲のある、シルバー人
材センター会員または入会希望
の方
定員　各 10 人（抽選）
備考　 ▽人材育成事業のパンフ
レット（申込書）は高齢福祉課、
東亜町会館にあります ▽受講決
定者の方にのみ連絡します
申込と詳細　申込期限（必着）ま
でに申込書を郵送で、〒 500-81
45 岐阜市雲井町 3-12、（公社）県
シルバー人材センター連合会☎
058-249-0228　 058-248-9730FAX

【使ってください】

▽ パソコンラック ▽ ソファー
ベッド ▽ワープロ ▽マットレス

（シングルサイズ） ▽物干し竿
【さがしています】

▽ チャイルドシー
ト ▽ 抱っこひも ▽

自転車（大人用・
子ども用） ▽スポーツ用ラダー

▽ハードル ▽メディシンボール

▽日傘 ▽ダブルベッド ▽ 電動芝
刈り機
備考　 ▽ 7 月 28 日現在の状況

▽ 一部のみ掲載、詳しくは市
ウェブサイトをご覧ください
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

登録はお電話で
不用品交換銀行

　生ごみの減量は、ごみステー
ションの環境改善やごみ焼却施
設の燃焼効率の向上につながり
ます。減量のポイントは、水切
りと、食べられるのに捨てられ
る「食品ロス」の削減です。

【水切りのポイント】

▽野菜などの使わない部分は、
濡らさない ▽ 水切りネットの生
ごみを絞る ▽ 一晩乾燥させる

【「食品ロス」削減のポイント】

▽食品の在庫を確認して不必要
なものは買わない ▽残っている
食材から使い切る ▽食べ残しを
しないようにする
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

生ごみを
減らしましょう

　ネコの嫌がる音を出して追い
払う、ネコ侵入防止装置を試験
用として 14 日間貸し出します。
対象　居住環境で、ネコの糞尿
などの被害を受けている市内在
住の方（1 回のみ）
申込と詳細　電話予約後、環境
政策課☎ 058-383-4231

ネコ侵入防止装置
を貸し出します

　高齢者、障がい者の人権に関
して、だれにも打ち明けられな
い悩みを抱えている方など、気
軽にご相談ください。
　人権擁護委員や法務局職員が
無料で相談に応じ、秘密は厳守
します。
日時　9 月 5 日～ 11 日 ▽ 平日
＝ 8:30 ～ 19:00 ▽ 土・ 日 曜 日
＝ 10:00 ～ 17:00
相談電話　0570-003-110
備考　 ▽ 平日は岐阜地方法務局
人権擁護課または各支局に、土・
日曜日は名古屋法務局につなが
ります ▽上記以外の日でも、平
日 の 8:30 ～ 17:15 に 相 談 に 応
じています
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

高齢者・障がい者の
人権あんしん相談

　現在お使いの「重度・母子・
父子医療受給者証」の有効期限
は 9 月 30 日です。該当する方に、
8 月中旬に申請書を送付します
ので、更新手続き（同封の返信
用封筒で返送）してください。
　申請（返送）された方に対し、
10 月以降使用可能な受給者証
を郵送します。
備考　 ▽所得制限で該当しない
場合は別途通知します ▽児童扶
養手当を受給中の方で現況届未
提出の場合は更新できません ▽

直接、市役所、市民サービスセン
ターへ持参されても受け付けま
すが、窓口が混み合いますので、
なるべく同封の返信用封筒を利
用してください
申請と詳細　8 月 31 日（必着）ま
でに必要事項を記入、押印のう
え保険証のコピー、申請者の本
人確認ができる写真付きの書類
のコピーを同封し、〒 504-8555
那加桜町 1-69、医療保険課☎ 05
8-383-1128

重度・母子・父子
受給者証の更新

注意！高齢者の交通事故、多発中

交通事故発生状況（7月28日現在）

前年比
人身事故 323 件 － 10 件
死者 6 人 4 人
負傷者 406 人 － 47 人
物損事故 2890 件 － 55 件
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

9 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／
4 日（日）・11 日（日）・18 日（日）・19 日（月・祝）・22 日（木・祝）・25 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

9 月の歯科救急当番
（市外局番は☎ 058）

4 日（日）／又井歯科医院☎ 389-4688 ／蘇原希望町 1
11 日（日）／たなはし歯科医院☎ 382-9790 ／那加日新町 8
18 日（日）／さくらデンタルクリニック☎ 389-3648 ／鵜沼三ツ池町 2
19 日（月・祝）／みずの歯科☎ 383-8118 ／蘇原吉野町 4
22 日（木・祝）／ひまわり矯正・小児歯科☎ 382-9955 ／那加住吉町 2
25 日（日）／ムトウ歯科医院☎ 370-0877 ／鵜沼山崎町 3
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～翌 8:00 ／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

期日　9 月 15 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00（9:00 ～
整理券を配布）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 26 年 9 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料の補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

2 歳児歯科教室

　お子さんの成長を自分で確認
してみませんか。
期日 　9 月 28 日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

のびのび測定

日時　9 月 23 日（金）　9:30 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　分娩予定日が平成 29 年
1 月～ 3 月の妊婦
内容　参加者同士の交流、妊娠
中の体の変化 、妊娠
中の栄養、歯の健康
持参品　母子健康手
帳、母子健康手帳別
冊「あすか」、筆記用
具、電卓
備考　 ▽ 動きやすい服装で参加
してください ▽ 駐車料の補助が
あります ▽夫の参加も可能です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

マタニティー広場1

　ことばや行動に心配のある幼
児の相談を行います。
日時　 ▽ 9 月 2 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 9 月 9 日（金）＝ 鵜 沼 地 区 在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽事前予約が必要です ▽

駐車料の補助があります
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

ことばの相談

期日　9 月 20 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

9 月の健康相談

日時　9 月 14 日（水）　13:30 ～
14:45
場所　東海中央病院 3 階大会議
室（蘇原東島町 4）
内容　「病気の予防や健康づく
りについて～カラダ年齢マイナ
ス 10 歳めざすために～」市健
康管理課職員
備考　講座後、個別相談の時間
があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
16

健康福祉講座

【Hib 感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月

【小児の肺炎球菌感染症】
対象　生後 2 カ月～4 歳 11カ月

【結核（BCG）】
対象　生後 11 カ月まで。標準
的な接種年齢は生後 5 ～７カ月

【水痘】
対象　1 歳～ 2 歳 11 カ月

【ジフテリア・百日せき・ポリ
オ（不活化）及び破傷風（DPT-
IPV/ 四種混合）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

【ポリオ（不活化）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

（生ワクチン 2 回接種済みの方
と四種混合を接種されている方
は除く）

【麻しん・風しん】
対象　 ▽第 1 期＝ 1 歳～ 1 歳 11
カ月 ▽第 2 期＝小学校就学前の
1 年間（年長児）

【日本脳炎】
対象　 ▽ 第 1 期＝ 3 歳～ 7 歳 5
カ月 ▽第 2 期＝ 9 歳～ 12 歳 11
カ月（平成 19 年 4 月 2 日～平
成 20 年 4 月 1 日生まれの方に
は、9 歳の誕生日の翌月に 2 期
予診票兼接種券を送付予定）

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
対象　 ▽小学 6 年生 ▽小学 6 年
生時未接種者（12 歳）の方で、
接種希望の方は健康管理課へご
相談ください

【ヒトパピローマウイルス感染症】
対象　 ▽ 中学 1 年生（13 歳相
当）～高校１年生（16 歳相当）
の女子 ▽現在、積極的勧奨の差
し控え中のため、対象者の方に
は予診票兼接種券を郵送してい
ません。接種をご希望の方は健
康管理課へご連絡ください。

【特例対象者の日本脳炎予防接種】
　平成 8 年 4 月 2 日（19 歳のみ）
～ 19 年 4 月 1 日に生まれた方

で、積極的勧奨を差し控えたこ
とで接種ができなかった方は、
母子健康手帳を確認し、1 期不
足分の接種を受けて下さい。1
期完了後、2 期接種も可能です。
接種希望の方は、指定医療機関
に予約し、予診票兼接種券と母
子健康手帳を持参し接種してく
ださい。予診票兼接種券がない
方は指定医療機関にあります。

【共通事項】
備考　 ▽ 市内指定医療機関で予
約してください ▽定期の予防接
種には原則保護者の同伴が必要
です。やむをえず親族などが同
伴する場合は、同伴者の同意を
もって保護者の同意とする旨の
委任状の提出が必要です（日本
脳炎の 13 歳以上の方の接種は、
同伴しない場合も接種できます）
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

子どもの
定期予防接種

期日・場所　下表のとおり
時間　10:00 ～ 11:00
対象　65 歳以上の方
定員　約 35 人（当日会場受付順）
持参品　運動ができる服装、室
内用運動靴、タオル、飲み物、
生涯学習手帳（お持ちの方）
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-21
24
開催日・場所一覧

らくらく
体操ひろば

期日 場所

9 月 12 日（月）・
26 日（月）

総合福祉会館
（那加桜町 2）

9 月 6 日（火）・
20 日（火）

川島健康福祉
センター

（川島松原町）

9 月 13 日（火）・
27 日（火）

稲羽コミュニ
ティセンター

（上戸町 3）

9 月 7 日（水）・
21 日（水）

蘇原コミュニ
ティセンター

（蘇原野口町 1）

9 月 14 日（水）・
28 日（水）

鵜沼福祉セン
ター

（鵜沼羽場町 1）

日時　9 月 1 日（木）　13:40 ～
15:00
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）
備考　事前予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

　日中どこかに通ってみたい、
友達を作りたい、誰かと話した
いなど、楽しいひと時を過ごし
たい方はご相談ください。
日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　事前申請が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神障がい者
グループワーク
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カルチャー カルチャー
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子育てママの料理講座「食物繊維たっ
ぷり 寒天寄せとチーズケーキ」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

日時　9 月 10 日（土）　10:00 ～ 11:30
場所　中央ライフデザインセンター
対象　高校生までの子どものいる方
定員　16 人（抽選）
費用　400 円（材料費）
講師　伊藤秀光（伊那食品工業）
備考　お子さんの同伴も可（料理中は別室で託児）
申込　8 月 30 日（必着）までに、「講座名、参加
者の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴され
る方は氏名、学年または年齢」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または、往復は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場
合ははがき 1 枚持参）

☎ 058-389-1820

中央ライフデザインセンター

■ JAXA 映像上映会
　宇宙航空研究開発機構（JAXA）が所有する、航空・
宇宙関連の映像を上映します。
日時　9 月 3 日（土）・4 日（日）・10 日（土）・11
日（ 日 ）・17 日（土）・18 日（日）・19 日（月・祝）　
いずれも 11:00 ～ 16:00
場所　ウェルカムルーム（無料スペース）
定員　各 40 人（当日申込順）
備考　 ▽途中入退室自由 ▽展示スペースは入館料必要
詳細　県航空宇宙産業課☎ 058-272-1111 内線 2937
■水ロケットまつり 2016
日時　9 月 25 日（日）　9:00 ～ 16:30
対象　小学生以上の親子
定員　60 人（申込順）
費用　1 基 500 円（別途入館料が必要）
申込　9 月 1 日　9:30 ～、電話で申し込み

【共通事項】
入館料　大人 800 円、60 歳以上・高校生 500 円、
小中学生 300 円

C
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見て！遊んで！宇宙を知ろう
ビデオ鑑賞と水ロケットづくり

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

〒504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日（8/31 までは無休）

　博物館は、平成 30 年 3 月の完成を目指したリ
ニューアル工事に伴い、下記の期間、閉館させてい
ただきます。
閉館期間　9 月 26 日～平成 30 年 3 月下旬（予定）

IN
FO リニューアル工事のため

博物館を一時閉館します

C
U
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U
R
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夫婦でチャレンジ ! 講座「おいしいコー
ヒーのいれ方入門 アイス編」

日時　9 月 17 日（土）　10:00 ～ 12:00
場所　中央ライフデザインセンター
対象　成人
定員　16 人（応募者多数の場合は夫婦での申込を
優先し、抽選）
講師　安江隆彦（ボンガ珈琲）
費用　1 人 1000 円（受講料 300 円、材料代 700 円）
申込　9 月 6 日（必着）までに、「講座名、参加者
全員の氏名、住所、電話番号」
を明記し、メール chuolife@
city.kakamigahara.gifu.jp また
は、往復はがきで中央ライフ
デザインセンター（窓口申込
の場合ははがき 1 枚持参）

■ JA ぎふ女性部各務原ブロック サングリーン発表会
日時　8 月 19 日（金）　12:00 ～（開場 11:00）
場所　文化ホール
詳細　JA ぎふ女性部各務原ブロック☎ 058-265-35
46

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）

■第 5 回かかみのフェスティバル
日時　8 月 28 日（日）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　文化ホール
詳細　山本悦子舞踊研究所☎ 058-247-6696

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日・祝日

東ライフデザインセンター・青年館
☎ 058-384-0507

講座 日程 曜日 回数 定員 受講料 材料代など
ビギナーさんのらくちんゴハン 10/4 ～ 11/22　19:00 ～ 21:30

火

8 16 人 2000 円 5000 円

はじめての生け花と茶道 10/4 ～ 12/6　19:00 ～ 21:00

10

15 人

2500 円

8000 円

ゴルフ入門 10/4 ～ 12/6　19:00 ～ 20:30 12 人 1300 円 / 回

魅惑のベリーダンス 10/4 ～ 12/6　19:30 ～ 20:30 20 人 －

和のこころ、茶道 10/5 ～ 12/14　19:00 ～ 20:30

水

10 12 人 2500 円 1100 円

我が家の美味しい♪レシピ 10/5 ～ 11/30　19:00 ～ 21:00 8 16 人 2000 円 5000 円

リラックスヨガ 10/5 ～ 12/21　19:30 ～ 21:00 10 20 人 2500 円 ー

基礎の料理 10/6 ～ 12/1　19:00 ～ 21:00

木

8 16 人 2000 円 5000 円

HIP HOP 10/6 ～ 12/15　19:30 ～ 21:00 10 20 人 2500 円 ー

かんたん着付け 10/6 ～ 12/15　19:30 ～ 21:00 10 12 人 2500 円 ー

ヨーガ～内側から美しく～ 10/28 ～ 12/16　19:30 ～ 21:00 金 8 20 人 2000 円 ー

腸！元気レシピ 10/8・11/12・11/26　10:00 ～ 13:00
土

3 16 人 750 円 2400 円

きれいピラティス 10/1 ～ 12/17　10:00 ～ 11:30 10 20 人 2500 円 ー

C
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思い出を美しく「コンパクトデジタル
カメラで秋を写そう！」

C
U
LT
U
R
E

短期講座
「安心！安全！手づくりパン」

　添加物なし、手こねで作る基本のパンです。でき
たて惣菜パンとデザートでランチを楽しみましょう。
日時　9 月 9 日・16 日・23 日　いずれも金曜日
9:30 ～ 13:00　
定員　16 人
費用　2700 円（受講料 900 円、材料代 1800 円）
申込　8 月 26 日　9:30 ～、費用を持参し直接、東
ライフデザインセンター（9:30 の時点で定員を超
えた場合はその場で抽選）

　秋の植物の特性を学び、茅葺き屋根の農家や棚田
などの風景を生かした写真撮影の技術を学びます。
日時　9 月 7 日・14 日・21 日　いずれも水曜日
10:00 ～ 12:00（予備日 9 月 28 日）
場所　河川環境楽園自然発見館（川島笠田町）
定員　20 人
費用　900 円
持参品　カメラ、三脚（ある方）、動きやすい服装
備考　講座修了後、作品展示会を開催予定
申込　8 月 24 日　10:00 ～、費用を持参し直接、東
ライフデザインセンター（10:00 の時点で定員を超
えた場合はその場で抽選）

C
U
LT
U
R
E

仕事帰りに始めませんか？
後期勤労青年講座

　青年館では、平日夜間と土曜日、働いている青年
を対象に、いろいろな講座を開催しています。
　市主催なので安心、仕事帰りに気軽に始めること
ができて、しかもお財布にも優しい講座です。
　この秋、何か新しいことを始めて、趣味の幅を広
げてみませんか。
日程　下表のとおり
場所　東ライフデザインセンター青年館（ゴルフ入
門のみニッケゴルフ俱楽部・鵜沼各務原町 8）
対象　市内在住、または在勤の 35 歳以下の勤労青
少年
備考　 ▽ 28 年度青年館利用未登録の方は、別途
300 円が必要 ▽ 受付は申込順 ▽ 申込少数の講座は中
止 ▽納めた受講料・材料代は返金不可 ▽ゴルフ入門
講座は、9 月 1 日　19:00 の時点で定員を超えた場
合は抽選
申込と詳細　9 月 1 日　18:30 ～費用を持参し、東
ライフデザインセンター青年館

【講座一覧】
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カルチャー カルチャー

〒 504-0912 那加桜町 2-186  産業文化センター 4 階
㊡祝日

C
U
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　中部学院大学各務原キャンパスで行っている「市
民セミナー」の最終回を、一般公開講座として開催
します。ぜひお越しください。
日時　9 月 10 日（土）　9:30 ～ 11:00
場所　中部学院大学各務原キャンパス大講義室（那
加甥田町）
定員　150 人（申込順）
内容　「自分のからだは正常？異常？～生体の不思
議～」山田敬喜・元藤田保健衛生大学医療科学部教
授
申込　直接または電話で西ライフデザインセンター

どなたでも気軽に参加できます！
「市民セミナー」公開講座

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

中央図書館
☎ 058-383-1122

　最大 3000 冊の本を載せて、市内 41 カ所のステー
ションを、月に 1 回または 2 回巡回しています。
　1 人 30 冊まで、1 カ月間借りることができます。
貸出には利用カードが必要になりますが、その場で
発行が可能です。ぜひ一度、お
近くのステーションへお越しく
ださい。お散歩のついでに、本
を借りてみてはいかがですか。

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

9 月の移動図書館車さつき号

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 8/15・22・29、9/2・5・6・12・20・21・26

期日 場所・時間（滞在時間は約 30 分・※は 40 分）

1 日
（木）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐
美神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

7 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

8 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

9 日
（金）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

13 日
（火）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービスセ
ンター※（10:20 ～）、大佐野町公民館（13:40 ～）、
三井山官舎①※（14:20 ～）

14 日
（水）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

15 日
（木）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

16 日
（金）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

23 日
（金）

柿沢ふれあいセンター（14:30 ～）、出前図書館（企
業やサークル、各種団体からの依頼を募集してい
ます）

28 日
（水）

那加地区体育館（9:30 ～）、東ライフデザインセンター
②※（10:20 ～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

29 日
（木）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、そはらふれあいセンターそらーら（13:40

～）、各務福祉センター（14:30 ～）

30 日
（金）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

B
O
O
K 各図書館「お勧めの本」をご紹介

「図書館展示コーナー」

■中央図書館　「スポーツの本展」、「食べて！歩い
て！老いて！健康の本展」＝ 9 月 3 日～ 10 月 6 日
まで
■川島ほんの家　「長寿を目指す」＝ 9 月 3 日～ 10
月 6 日まで
■中央ライフデザインセンター図書室　「シニアの
元気を応援する本展」＝ 9 月 1 日～ 10 月 6 日まで
■もりの本やさん　 ▽「秋のえほん」、「妖怪あつま
れ」＝ 9 月 3 日～ 10 月 30 日まで

A
R
T 皆さんの力作を展示しています！

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■相馬絵画グループ展
期 間　8 月 23 日～ 28 日　9:00 ～ 17:00（ただし、
23 日は 13:00 ～、28 日は 15:00 まで）
詳細　相美会・大江☎ 058-384-5218
■写友かかみ野写真展
期 間　9 月 7 日～ 11 日　10:00 ～ 17:00（ただし、
11 日は 16:00 まで）
詳細　写友かかみ野・富田☎ 090-1418-0808

A
R
T

　 第 47 回 市 美 術 展 の 市 展 賞 4 点 を 含 む 計 17 点
の作品を展示。市展賞を受賞された加藤紀代子

（日本画）、脇原宏行（洋画）、飯野克子（彫刻・工芸）、
今井夏虹（書）の力作をご覧ください。
期間　8 月 30 日～ 9 月 11 日　10:00 ～ 17:00、9 月
2 日・5 日・6 日は休館
場所　中央図書館 3 階展示
室 A（那加門前町 3）
備考　会期中に会場で、今
年度市美術展の応募受付を
行います

昨年の感動を再び
「市展賞受賞者作品展」

〒 504-8555 那加桜町 1-69
㊡土・日曜日、祝日

いきいき楽習課
☎ 058-383-1042

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

星の世界をのぞいてみよう！
9 月のプラネタリウムと天体観察会

少年自然の家
☎ 058-370-5280

■ 9 月のプラネタリウム
　この時期、さそり座のアンタレスと火星が、赤さ
比べをするように接近。また、近くには土星を見る
ことができます。アンタレスを中心に、恒星の一生
について紹介します。
日時 　9 月 4 日（日）　10:00 ～ 11:00、10 日（土）
18:30 ～ 19:30
内容　 ▽今日の星空と星座物語 ▽アンタレスと火星
の赤さ比べ
費用　1 人 100 円
備考　途中入場はできません
■ 9 月の天体観察会
日時　9 月 10 日（土）　19:30
～ 20:30（雨天、曇天の場合
は中止）
内容　夏の星座、月、二重星などの観察
備考　天候や参加人数の関係で早めに終了する場合
があります

　11 月 20 日の「各務原台地シンポジウム」に先がけ
て行う、専門講師によるゼミの 2 回目です。申込不
要でどなたでも参加できます。ぜひお越しください。
日時　9 月 4 日（日）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階多目的ホール（那加門前町 3）
内容　「遺跡に学ぶ防災～東北大震災の復興現場か
ら」服部哲也・古代邇

に

波
わ

の里文化遺産ネットワーク
副理事長
詳細　電話または直接、歴史民俗資料館

C
U
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U
R
E

歴史民俗資料館
☎ 058-379-5055

各務原台地について学ぼう
「各務原台地ゼミナール」

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

C
U
LT
U
R
E

　市の特産品でもあ
る「ニンジン」の歴
史と、秘められた魅
力を学びます。
　初回は畑に出て種
植え体験、2 回目は育ったニンジンを収穫したのち、
ニンジンをたっぷり使って親子で料理を楽しみます。
日時　8 月 27 日　8:00 ～ 10:00、12 月10 日　9:30 ～
14:00　いずれも土曜日（全 2 回）
場所　JA かかみがはら農産物集出荷予冷施設（鵜
沼各務原町 9）
対象　小学生以上の親子
定員　親子 12 組（24 人・申込順）
講師　林亮輔・フォレストファーム代表取締役、竹
内幹・ファイナンシャルプランナー
費用　親子 1 組 1600 円（当日支払）
持参品　2 リットルの角型ペットボトル、カッターナ
イフ、汚れてもよい服装、長靴、スコップ、飲み物
申込　8 月 19 日　9:00 ～、電話または直接、川島
ライフデザインセンター

短期講座「にんじんを 育てて 学んで 
食べちゃおう !」

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日
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み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

File № 8-15                                                 

KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

毎月15日号に掲載

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
東
（
鵜
沼
東
町
６
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）

人
で
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
家
族
が
お
互

い
の
こ
と
を
理
解
し
合
っ
た

り
、
仲
を
深
め
ら
れ
た
り
で
き

る
と
て
も
良
い
機
会
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
は
「
い
つ
も
仕

事
が
あ
る
の
に
、
家
事
や
送
り

迎
え
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
、
母
は
「
部
屋
を
と
て

も
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
、
ご

は
ん
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
、
お
互
い

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
皿
洗
い
や
玄

関
掃
除
、
風
呂
掃
除
な
ど
、
毎

日
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
積
極

的
に
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
普
段
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
過
ご
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

文
・
１
年  

小
林
千ち

な
つ夏
さ
ん

感謝の気持ち
桜丘中学校

　

私
た
ち
は
、
旅
行
な
ど
で
日

本
に
来
て
い
る
人
た
ち
や
地
元

で
英
語
を
学
ぶ
人
た
ち
と
、
中

山
道
鵜
沼
宿
で
英
語
の
ガ
イ
ド

を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

英
語
が
得
意
な
メ
ン
バ
ー
が

作
っ
た
鵜
沼
宿
の
英
語
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
、
私
た
ち
の
自
信
作

で
す
。

　

鵜
沼
宿
の
お
祭
り
で
は
、
英

語
で
歌
う
だ
け
で
な
く
、
着
物

を
着
て
英
語
で
発
表
す
る
な

ど
、
日
本
再
発
見
を
視
野
に
入

れ
た
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

犬
山
城
へ
観
光
に
来
る
お
客

さ
ん
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
場
所
に
あ
る
、
中
山
道
鵜
沼

宿
。「
着
物
を
着
て
、
江
戸
情

緒
あ
ふ
れ
る
鵜
沼
宿
内
の
写
真

ス
ポ
ッ
ト
で
記
念
撮
影
し
て
ほ

し
い
」「
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な

い
地
元
料
理
を
提
供
し
た
い
」

「
英
語
を
使
っ
て
、
落
語
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
た

い
」
と
、
夢
は
広
が
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
鵜
沼
宿
か
ら
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
ち
ょ
う
ど
良
い

距
離
に
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
貞

照
寺
や
萬
松
園
、
古
い
伝
説
の

残
る
お
が
せ
池
や
村
国
座
と

い
っ
た
見
所
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
英
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

続
々
と
作
成
中
で
す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
を
大
募
集

中
。
英
語
ガ
イ
ド
の
練
習
は
、

自
由
に
見
学
で
き
る
の
で
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時　

毎
月
第
１
土
曜
日

午
後
３
時
～
４
時

場
所　

中
山
道
鵜
沼
宿
町
屋
館

離
れ
（
鵜
沼
西
町
１
）

詳
細　

板
鼻
☎
０
５
８（
３
8
５
）

０
１
０
１

中山道鵜沼宿
E-Club

　

親
子
逆
転
体
験
を
通
し
て
、

家
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
、
ま
た
、
家
事
を
行
う
こ
と

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が

毎
日
お
い
し
い
食
事
が
で
き
る

こ
と
、
洗
濯
さ
れ
た
き
れ
い
な

服
が
着
ら
れ
る
こ
と
、
毎
日
気

持
ち
よ
く
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
母
の
努
力
の
お
か

げ
で
あ
り
、
決
し
て
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
主
に
掃
除
と
夕
食

作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
掃

除
を
す
る
と
き
は
、
物
を
き
ち

ん
と
片
付
け
な
が
ら
掃
除
機
や

モ
ッ
プ
を
使
っ
て
す
み
ず
み
ま

で
ゴ
ミ
を
と
り
ま
し
た
。
思
っ

た
よ
り
、
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
、
た
い
へ
ん
で
し
た
。
夕

食
に
は
「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
を

作
り
ま
し
た
。
手
間
は
か
か
っ

た
け
れ
ど
、
す
ば
や
く
、
て
い

ね
い
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ス
ー
プ
や
サ
ラ

ダ
、
デ
ザ
ー
ト
ま
で
が
ん
ば
っ

て
作
れ
た
し
、
家
族
み
ん
な

が
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
く

れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
後
片
付
け
も
全
部
自
分
一

五藤怜奈さん｜日本学生陸上競技個人選手権大会の10000ｍ競歩で優勝

　

今
年
6
月
、
神
奈
川
県
平
塚

市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
学
生

陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会
」。

中
部
学
院
大
学
に
通
う
五
藤
怜

奈
さ
ん
が
、
１
万
ｍ
競
歩
で
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

中
学
校
で
陸
上
を
始
め
た
五

藤
さ
ん
は
、
済
美
高
校
陸
上
競

技
部
の
多
久
島
努
コ
ー
チ
が
、

長
距
離
の
指
導
に
訪
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
競
歩
と
出
会
っ

た
。
中
学
卒
業
後
、
済
美
高
校

に
進
学
し
て
か
ら
は
競
歩
一

本
。「
フ
ォ
ー
ム
な
ど
意
識
を

少
し
変
え
る
だ
け
で
、
記
録
が

伸
び
る
の
が
面
白
い
」
と
、
競

歩
に
魅
了
さ
れ
、
現
在
は
市
総

合
運
動
公
園
を
拠
点
に
、
多
久

島
コ
ー
チ
と
二
人
三
脚
で
練
習

を
続
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
イ
ン
カ

レ
優
勝
や
、
学
生
日
本
代
表
と

し
て
世
界
大
会
に
２
度
出
場
す

る
な
ど
、
華
々
し
い
結
果
を
残

し
て
き
た
五
藤
さ
ん
は
、
自
身

の
強
み
を
「
冷
静
な
レ
ー
ス
運

び
」
と
話
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
高
校

３
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
前

年
の
冬
に
、
足
の
ケ
ガ
に
襲
わ

れ
、
３
カ
月
も
の
間
練
習
で
き

な
か
っ
た
。
練
習
不
足
の
焦
り

や
不
安
か
ら
、
３
年
生
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
予
選
レ
ー
ス
で

場
の
空
気
に
飲
ま
れ
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
両
足
が
地
面
か
ら

離
れ
る
と
い
う
失
格
。「
２
年

生
の
と
き
に
は
入
賞
し
た
の
に

…
」
と
、
大
き
な
悔
い
が
残
っ

た
と
い
う
。
こ
の
苦
い
経
験
を

バ
ネ
に
、「
周
囲
の
様
子
を
伺

い
、
焦
ら
ず
、
冷
静
に
」
と
い

う
五
藤
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
が
確

立
さ
れ
た
。

　
「
大
学
生
で
は
敵
な
し
」
と

言
わ
れ
る
五
藤
さ
ん
は
、「
ラ

イ
バ
ル
は
、
実
業
団
の
選
手
。

国
内
最
強
を
示
し
、
東
京
五
輪

に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
」
と
、
今
日
も
早
朝
か
ら
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
。
き
ゃ

し
ゃ
な
体
な
が
ら
も
、
力
強
く

腕
を
振
り
、
膝
を
ぴ
ん
と
伸
ば

し
な
が
ら
前
へ
前
へ
と
進
む
そ

の
姿
は
、
頼
も
し
さ
に
溢
れ
て

い
た
。

GOTO Rena
人間福祉学部の 3 年生。趣味はテ
レビドラマを見ることで、アイド
ルグループ「嵐」の大ファン。

冷静なレース運びで、夢は東京五輪に出場！

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

　

実
技
研
修
を
含
め
た
４
日
間

の
基
礎
講
座
で
す
。

日
時　

11
月
4
日
・
11
日
・
18

日
・
25
日　

い
ず
れ
も
金
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
４
日

は
10
時
～
12
時
、
全
４
回
）

場
所　

総
合
福
祉
会
館
３
階
集

会
室
、
さ
く
ら
子
ど
も
館

対
象　

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
活
動
を
希
望
す
る
方

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込　

９
月
９
日
～
電
話
ま
た

は
直
接
子
ど
も
館

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　
対
象
以
外
の
お
子
さ
ん
を
連

れ
た
親
子
も
一
緒
に
遊
べ
ま

す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

▽
９
月
21
日（
水
）＝
そ

は
ら
▽
27
日（
火
）＝
さ
く
ら
・

う
ぬ
ま
東
・
か
わ
し
ま
▽
28
日

（
水
）＝
あ
さ
ひ　

い
ず
れ
も
11

時
～
11
時
30
分

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

８
月
１
日
～
31
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

9
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

▽
９
月
13
日（
火
）＝
そ

は
ら
・
か
わ
し
ま
▽
14
日（
水
）

＝
さ
く
ら
▽
20
日（
火
）＝
あ
さ

ひ
・
う
ぬ
ま
東　

い
ず
れ
も
14

時
～
15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

中山道鵜沼宿姫街道ひなまつり
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

グッジョブ！
市内でイキイキと働く、「グッジョブ！」
な皆さんをご紹介するコーナーです。

今
月
の
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
！
さ
ん

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
経
験

を
活
か
し
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
て
今

年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

ご
注
文
の
多
く
は
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
に
飾
る
花
や
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
。
ま
た
、
大
切
な
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
プ

ロ
ポ
ー
ズ
の
た
め
に
と
、
男
性
の
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

花
は
一
生
残
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
客
様
の
人
生
の
大
切
な
一
瞬
を
彩
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
が
、
こ

の
仕
事
の
魅
力
で
す
。

　
「
こ
の
お
店
に
頼
ん
で
よ
か
っ
た
」。
こ
れ
か

ら
も
、
お
客
様
に
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
店
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　6月 24 日、村国座付近の新境川で「水辺の自
然体験」が開催されました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
新境川で行われた水辺の生き物採取に 30 人の子
どもたちが参加し、一生懸命に取り組み、楽しん
でいました。生物の観察や、先生から採取の方法
を教わるなど、自然を通して学ぶ姿がよかったで
す。また、体験中に新たな交流もあり、助け合う
姿が微笑ましかったです。

将来の防災リーダーになるために

夜空を彩る、一瞬の芸術 炎天に映える大輪

防災キャンプ

おがせ池夏祭り花火大会 かさだ広場のアメリカフヨウ

水辺の自然体験

　７月 26 日・27 日に、「防災キャンプ」が行われ、
市内の小学 5・6年生 59 人が参加しました。
　初日は、県広域防災センターで、防災に関する
研修を受講。桜体育館で炊き出し訓練を行い、段
ボールで自分たちの寝床を作り、夜を明かすなど、
本格的な避難所生活を体験しました。
　2日間のキャンプを終え、災害時の適応能力や
判断能力を身につけた児童たちは、防災リーダー
としての一歩を踏み出しました。

　7月 23 日に、おがせ池周辺で「おがせ池夏ま
つり花火大会」が開催されました。
　各務小児童による「鯉みこし行列」や、提灯で
飾られた「舟やま」が祭りを盛り上げ、夜には
1500 発の打ち上げ花火が、おがせ池の水面を彩
りました。
　訪れた方は、「今年初めての花火、とてもきれ
いです。いよいよ夏が来たという感じですね」と、
その美しさに見とれていました。

　季節ごとにさまざまな花が咲く「かさだ広場」で
は、毎年夏になると約850株のアメリカフヨウが
大きな花弁を広げ、訪れる方を楽しませています。
　アメリカフヨウは直径30センチ近いピンク、白、
赤色の鮮やかな花弁が特徴で、南国の花として有
名なハイビスカスの仲間です。
　公園を訪れていた小学1年生の宮崎紗衣さんは、
「すごくきれい。ピンクの花が一番気に入りました」
と、大きな花に興味津々でした。　　（7月 22日）

は
出
来
な
い
。
孤
独
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
、

（
兵
頭
が
羨
ま
し
い
。
大
平
田
毅
も
好
き
な

こ
と
や
っ
て
。
何
で
俺
だ
け
こ
ん
な
目
に
）

　
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
時
は
ま
だ
良
か
っ

た
が
、
夜
布
団
に
入
る
と
考
え
る
こ
と
は
い

つ
も
同
じ
だ
っ
た
。

（
何
で
小
作
な
ん
や
。
も
う
毅
な
ん
か
に
会

い
た
く
も
ね
ぇ
。
勝
手
に
好
き
な
こ
と
せ
い
。

兵
頭
も
）

　
そ
ん
な
こ
と
が
頭
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り

出
し
、
や
が
て
昼
間
の
農
作
業
の
疲
れ
で
泥

の
よ
う
に
眠
り
つ
く
毎
日
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
の
竹
男
は
違
っ
て
い
た
。

― 

つ
づ
く

28

　
竹
男
は
兵
頭
の
転
勤
を
素
直
に
喜
ん
だ
。

（
あ
の
時
は
…
）

　
竹
男
は
思
い
出
し
て
い
た
。

（
も
う
三
年
も
経
つ
の
か
）

　
三
年
前
、
竹
男
は
兵
頭
に
誘
わ
れ
て
飛
行

場
へ
行
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
飛
行
士
に
よ
る
曲
技
飛
行

に
度
胆
を
抜
か
れ
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま

二
人
は
兵
頭
の
奢
り
で
一
緒
に
ラ
ム
ネ
を
飲

ん
だ
。
そ
の
直
後
、
何
と
な
く
嫌
な
胸
騒
ぎ

を
感
じ
た
竹
男
は
早
々
に
別
れ
を
告
げ
て
家

路
を
急
い
だ
。
そ
し
て
、そ
ん
な
自
分
を
待
っ

て
い
た
の
は
悪
夢
だ
っ
た
。
中
気
で
倒
れ
た

父
親
、
気
丈
に
振
舞
お
う
と
し
て
い
る
母
親
、

側
で
た
だ
お
ろ
お
ろ
し
て
い
る
姉
。
そ
の
日

か
ら
何
も
他
ご
と
を
考
え
る
余
裕
は
無
く

な
っ
た
。
毎
日
毎
日
が
地
獄
だ
っ
た
。
次
々

と
迫
っ
て
く
る
農
作
業
は
何
も
か
も
一
人
で

こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誰
も
あ
て
に

【これまでのあらすじ】大正11年（1922年）の稲葉郡蘇原村。平田竹男は父・勘助を病で失い、厳しい毎日を送っていた。3月、
　　　　　　　　　　旧友で高校卒業後、川崎造船所に就職した兵頭から、「4月から蘇原に転勤する」ことを伝える葉書が届き…

栗本一彦さん
B
ブ レ ッ タ ー

LÄTTER
（蘇原申子町 3）

（上）花は鮮度が命。水や気温に
も気を配る（下）ここでしか扱っ
ていない花を求めて訪れる人も

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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刺
ししゅう

繍

「カサブランカ」

友人に誘われて刺繍を始めたのは、30年以上前。これま

でさまざまな刺し方を教わり、いろんな図案を作ってき

ました。大きな作品を完成させたときの満足感や、でき

あがったものをプレゼントして、喜んでもらえたときの

嬉しさが作品を作る原動力。これからは、今まで作らな

かった図案にも挑戦してみたいです。 上屋房子さん
（那加前洞新町 4）

CITY
GALLERY

1 針 1針、模様ができ上がる楽しさ

鍵原　桜
さくら

ちゃん（H25.5.21 生）

素直に元気にどんどん大きくなってね。これ

からの成長を楽しみにしています。

（剛さん・尚佳さん、鵜沼朝日町）

よく食べてよく寝てよく遊ぶ。元気に育って

くれてありがとう。いっぱい遊ぼうね！

（洋己さん・忍さん、川島緑町）

遠藤　蒼
あおば

葉ちゃん　　（H26.1.2 生）

　　　那
な の は

乃葉ちゃん（H27.6.14 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8452 人（男　7万 3414 人・女　7万 5038 人）

世帯｜ 5万 8172 世帯　　　　　平成 28 年 7月 1日現在
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